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３
月
議
会
は
最
終
日
（
22
日
）
北
川
町
長
に
対
す
る
問
責
決

議
、
町
長
報
酬
６
割
減
給
１
年
間
な
ど
を
可
決
。
一
方
、
28
年

度
一
般
会
計
予
算
は
当
初
提
出
し
た
も
の
を
撤
回
し
た
う
え

で
、
南
部
工
業
団
地
構
想
に
関
わ
る
道
路
建
設
測
量
設
計
費
な

ど
を
減
額
し
、
自
治
体
売
電
事
業
出
資
金
を
取
り
や
め
、
提
出

し
直
し
す
る
と
い
う
異
例
の
展
開
と
な
り
ま
し
た
。 

12
月
議
会
で
公
表
し
た
も
の
を
住
民
合
意
も
な
い
ま
ま
押
し

通
そ
う
と
し
た
こ
と
に
議
員
の
批
判
が
集
中
し
た
も
の
で
す
。 

工
業
団
地
計
画
の
一
部
分
で
す
が
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

と
い
う
現
実
が
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
反
省
、
教
訓
は
何
か
を
町
政
が
分

析
も
し
な
い
ま
ま
、
新
た
な
工
業
団
地

造
成
に
乗
り
出
し
て
も
説
得
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

税
金
着
服
事
件
を 

告
訴
で
き
ず
足
元
が 

崩
れ
て
い
る 

 

さ
ら
に
、
中
間
業
者
に
委
託
し
、
町

が
関
与
す
る
と
言
っ
て
も
、
企
業
利
益

優
先
で
臨
ん
で
く
る
企
業
に
甲
良
町

の
条
件
を
ク
リ
ァ―

す
る
こ
と
自
体

が
困
難
だ
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
上
、

税
金
着
服
事
件
一
つ
、
い
ま
だ
に
全
容

西
澤
議
員
は
、
改
め
て
開

か
れ
た
予
算
決
算
常
任
委
員

会
で
、
大
林
組
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
土
地
の
利
用
が
「
工
業

団
地
あ
り
き
」
で
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
豊

か
な
自
然
環
境
に
も
触
れ
、

一
度
自
然
を
こ
わ
し
て
し
ま

え
ば
、
２
度
と
元
に
は
戻
ら

ず
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ

と
強
調
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
本
会
議
に
お
い
て

西
澤
議
員
は
、
一
般
会
計
予

算
の
採
決
に
当
た
り
、
当
初

予
算
は
、
町
行
政
の
顔
、
町

長
の
基
本
姿
勢
を
示
す
も
の

だ
と
述
べ
、
対
案
も
交
え
、

次
の
理
由
に
よ
り
反
対
討
論

（
要
旨
）
を
行
い
ま
し
た
。 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 

１
、
今
甲
良
町
政
と
町
民
が

直
面
し
て
い
る
課
題
は
、
人

口
減
少
問
題
と
く
ら
し
の
応

援
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、

農
業
の
振
興
策
強
化
だ
と
思

い
ま
す
。 

 

南
部
工
業
団
地
構
想
は
、

町
の
持
ち
出
し
を
極
力
抑
え

る
と
い
う
も
の
の
１
億
円
ほ

ど
の
町
負
担
が
先
行
し
、
雇

用
の
増
大
、
人
口
定
着
の
根

拠
は
大
変
薄
弱
な
も
の
で

す
。
甲
良
町
政
が
過
去
に
行

っ
て
き
た
工
場
誘
致
が
人
口

増
加
に
も
、
雇
用
の
拡
大
に

も
つ
な
が
っ
て
こ
な
か
っ
た

解
明
で
き
な
い
現
町
政
の
も
と
で
、
町
内

雇
用
の
確
保
な
ど
町
民
に
有
益
な
協
定
を

結
べ
る
保
障
は
な
い
と
考
え
ま
す
。 

２
、
工
場
誘
致
策
に
日
本
共
産
党
は
一
律

に
反
対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公

害
企
業
で
な
い
こ
と
、
雇
用
創
出
に
貢
献

で
き
る
企
業
な
ど
、
条
件
を
ク
リ
ア
ー
で

き
る
こ
と
。
ま
た
、
営
利
追
及
が
企
業
の

基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
な
優
遇
策

は
必
要
で
な
い
こ
と
な
ど
政
策
提
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
企
業
の
業
績
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
状
況
下
で
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上

げ
が
ね
ら
わ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
進
出

企
業
の
意
欲
は
減
退
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
時
期
に
急
ぐ
必
要
は
全
く
な
い
と
考

え
ま
す
。 

３
、
着
手
を
し
て
し
ま
え
ば
、
い
く
ら
第

１
ス
テ
ッ
プ
、
第
２
ス
テ
ッ
プ
と
段
階
を

経
て
、
議
会
に
諮
る
と
言
え
、
人
口
増
加

で
実
績
を
あ
げ
て
い
る
自
治
体
の
子
育
て

支
援
や
高
齢
者
の
く
ら
し
を
支
え
る
な
ど

の
民
生
費
を
圧
迫
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
28
年
度
の
再
提
出
し
た
予
算
案
で

も
、
学
校
給
食
の
値
上
げ
分
の
補
助
、
自

【当局配布の資料より】 

黄色い線が町負担の取り付け道路。

二つの溜池を通る用地を池寺から

買収する計画・・・ 



 

 

 

 

 

 

 

ある住民グループによって、「解

職請求署名」の運動が始まってい

ます（日本共産党としては、次期

の町政はどうあるべきか、町長候

補はどうするか、などの話し合い

がされないまま開始されているな

どの理由で、解職署名運動に参加

していません）。 
この署名運動に対して、1 部に

不正確な理解がありますので、解

職請求」とは何かを正しく理解し

ていただこうと思います。 
住民の基本的権利を保障 
◆地方自治法 81条は、首長に対す
る「解職の請求をすることができ

る」と規定されています。「直接請

求制度とは、住民から選ばれた首

長や議会が民意を反映していない

場合など、間接民主主義が機能し

ていない状況を正そうとすること

を住民の基本的権利として保障し

たものです。具体的には、相当数

の住民の考えが一致した場合に、

その署名簿を添えて条例の制定や

首長の解職、議会の解散などを求

めることができるとされていま

す。」（「地方自治 これだけは知っ

ておきたい」＝新日本出版社発行） 
住民投票で失職が決まる 
◆署名数が有権者の３分の１を超

えれば、議員・首長はやめねばな

らないのか？ 
 答＝署名が有権者の３分の１

を超えた場合、全有権者を対象

に、町長の解職＝「やめさせる」

か否かを問う住民投票が開始さ

れます。 
◆その住民投票の結果、「解職に

賛同」＝「やめさせる」が過半数

となれば、町長は失職となります

（地方自治法 83条）。 
 以上のように、住民グループが

今行っている「署名」は住民投票

を求める趣旨のものです。 
住民の基本的権利を侵害 
６人の議員連名で発行してい

る「解職請求に反対します！」の

チラシには「署名簿はどなたでも

閲覧ができます」と脅しと受け取

れる表現が使われ、「できること

なら署名をお断り」をと呼びかけ

るものとなっています。 
 これは、明らかに地方自治法で

定められている住民の権利を侵

害しています。住民投票の告示に

なれば、北川町長擁護の主張を自

由に展開できることから、合法的

な署名運動という住民の町政に

参加する権利を押さえつけるべ

きではないと考えます。 
 

転
車
購
入
補
助
な
ど
、
一
歩
前

進
と
評
価
で
き
ま
す
が
、
対
象

枠
も
金
額
も
極
め
て
小
び
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

町
民
の
く
ら
し
に
寄
り
そ
っ

て
、
広
く
町
民
を
対
象
に
健
康

と
く
ら
し
、
子
育
て
、
農
業
応

援
の
予
算
を
も
っ
と
充
実
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

４
、
南
部
工
業
団
地
の
意
義
に
つ

い
て
、
去
る
15
日
、
町
長
が
土

木
建
設
業
者
の
仕
事
に
も
つ
な

が
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
従

来
通
り
の
大
型
公
共
工
事
発
注

の
考
え
で
あ
っ
て
、
苦
境
の
中
の

中
小
建
設
業
者
へ
の
救
済
策
は
、

税
や
金
利
の
軽
減
、
返
済
猶
予
、

そ
し
て
、
民
需
拡
大
に
つ
な
が
る

住
宅
リ
フ
ォ
－
ム
補
助
制
度
の

大
幅
な
拡
充
こ
そ
、
緊
急
に
手
を

打
つ
べ
き
施
策
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

５
、
個
別
に
事
業
を
見
れ
ば
、
在

士
公
民
館
の
耐
震
補
強
化
補
助

や
、
健
康
推
進
の
民
生
費
な
ど
必

要
で
、
ま
た
、
義
務
的
経
費
が
多

数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
長
の

政
治
姿
勢
の
基
本
が
表
れ
た
も

の
で
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。 

６
、
予
算
編
成
は
、
前
年
度
が
終

わ
っ
た
と
き
か
ら
、
い
え
、
首
長

が
在
任
中
、
日
々
様
々
な
状
況
か

ら
、
と
り
わ
け
町
民
の
く
ら
し
と

経
営
の
実
態
か
ら
く
み
取
り
、
施

策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
よ
く
練

り
上
げ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

提
案
理
由
で
、「
ど
れ
ほ
ど
口

で
『
信
頼
回
復
』
を
言
お
う
が
、

町
民
は
納
得
し
な
い
し
、
説
得

力
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

１
０
％
の
カ
ッ
ト
合
計
３
３
万

円
の
減
額
で
は
、
町
行
政
の
最

高
責
任
者
・
指
導
者
と
し
て
信

頼
を
基
準
に
職
員
を
束
ね
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
」

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

「
一
割
カ
ッ
ト
で
は
厳
し
く

律
し
た
と
は
と
て
も
言
え
な

い
」
と
多
く
の
町
民
が
思
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
西
澤
議
員
は
５
人
（
西

川
、
野
瀬
、
山
田
裕
康
、
山
田

充
、
岡
田
）
の
議
員
の
賛
同
を

得
て
町
長
給
与
の
６
割
カ
ッ
ト

一
年
間
と
す
る
条
例
改
正
案
を

提
出
。
賛
成
７
（
田
中
議
員
が

賛
成
）
、
反
対
４
で
可
決
。 

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
今
回
、
２
つ
の
事
業
を
１

部
取
り
下
げ
、
あ
る
い
は
、
全

面
取
り
下
げ
ら
れ
、
町
政
の
統

一
的
な
目
標
が
極
め
て
あ
や

ふ
や
、
不
明
瞭
だ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。 

７
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
南
部

工
業
団
地
に
か
か
わ
る
費
用

の
皆
減
、
学
校
給
食
費
補
助
の

増
額
、
出
産
祝
い
金
・
入
学
祝
い

金
の
創
設
、
第
２
子
か
ら
の
保
育

料
無
料
化
、
紙
お
む
つ
、
ミ
ル
ク

代
の
補
助
な
ど
子
育
て
支
援
の
充

実
、
介
護
保
険
の
負
担
軽
減
な
ど
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
甲

良
町
予
算
と
す
る
こ
と
を
、
再
提

出
し
直
し
も
含
め
、
強
く
求
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 


